
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度(3学年用)教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

11

39

○ ○ 1

３
学
期

定期考査

C　書いて伝える（３）
【知識及び技能】
　文、話、文章の効果的な組立て方や
接続の仕方について理解することがで
きる。（（１）エ）

【思考力、判断力、表現力等】
　読み手の理解が得られるよう、論理
の展開、情報の分量や重要度などを考
えて、文章の構成や展開を工夫するこ
とができる。（Ｂ（１）イ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親しみ
自己を向上させ、我が国の言語文化の
担い手としての自覚をもち、言葉を通
して他者や社会に関わろうとする。

・指導事項
教科書「社会に対する意見文を書く」
の内容理解
意見文の内容決定のプロセスの理解
意見文の構成の作り方の理解
学習内容を踏まえた文章作成

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
振り返りシートの作成
調べ学習での利用
授業内課題の提出

○

２
学
期

定期考査

13

○ ○ 1

A 単元
【知識・技能】
　主張と論拠など情報と情報との関係について理
解している。（（２）ア）

【思考・判断・表現】
　「書くこと」において、自分の考えや事柄が的
確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考
えるとともに、文章の種類や、文体、語句などの
表現の仕方を工夫している。（Ｂ（１）ウ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　情報と情報との関係についての認識を深めると
ともに、自分の考えや事柄を的確に伝えるための
根拠の示し方や表現の工夫の仕方などの学習を通
して、自らの学習を振り返りつつ調整している。

○ ○ ○

A 単元
【知識・技能】
　文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について理解している。（（１）エ）

【思考・判断・表現】
　「書くこと」において、読み手の理解が得られ
るよう、論理の展開、情報の分量や重要度などを
考えて、文章の構成や展開を工夫している。（Ｂ
（１）イ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕方
についての認識を深めるとともに、論理の展開、
情報の分量や重要度などを踏まえた文章の構成や
展開の工夫を通して、自らの学習を振り返りつつ
調整している。

○ ○ ○

B 書いて伝える（２）
【知識及び技能】
　主張と論拠など情報と情報との関係
について理解することができる。
（（２）ア）

【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えや事柄が的確に伝わるよ
う、根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに、文章の種類や、文体、語
句などの表現の仕方を工夫することが
できる。（Ｂ（１）ウ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親しみ
自己を向上させ、我が国の言語文化の
担い手としての自覚をもち、言葉を通
して他者や社会に関わろうとする。

・指導事項
教科書「情報の探索と選択」の内容理
解
情報の探し方、情報の信頼性について
の理解
教科書「情報源の明示」の内容理解
引用の仕方について
学習内容を踏まえた文章作成

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
振り返りシートの作成
調べ学習での利用
授業内課題の提出

○

○ ○ ○ 12

定期考査
○ ○ 1

思 態
配当
時数

１
学
期

A 書いて伝える（１）
【知識及び技能】
　言葉には、認識や思考を支える働き
があることを理解することができる。
（（１）ア）
　
【思考力、判断力、表現力等】
　目的や意図に応じて、実社会の中か
ら適切な題材を決め、集めた情報の妥
当性や信頼性を吟味して、伝えたいこ
とを明確にすることができる。（Ｂ
（１）ア）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに、生涯にわたって読書に親しみ
自己を向上させ、我が国の言語文化の
担い手としての自覚をもち、言葉を通
して他者や社会に関わろうとする。

・指導事項
教科書「書き方の基礎レッスン」の内
容理解
表記・表現の基本ルールの理解
接続表現の理解
表現の工夫についての学習
学習内容を踏まえた文章作成

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
振り返りシートの作成
調べ学習での利用
授業内課題の提出

○

【知識・技能】
　言葉には、認識や思考を支える働きがあること
を理解している。（（１）ア）

【思考・判断・表現】
　「書くこと」において、目的や意図に応じて、
実社会の中から適切な題材を決め、集めた情報の
妥当性や信頼性を吟味して、伝えたいことを明確
にしている。（Ｂ（１）ア）

【主体的に学習に取り組む態度】
　言葉の働きについての認識を深めるとともに、
自身が伝えたいことの根拠となる情報の収集やそ
の吟味を通して、自らの学習を振り返りつつ調整
している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像した
りする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯に
わたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言
語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して
他者や社会に関わろうとする態度を養う。

現代の国語演習

（　１組：　　　　　　）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯
にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

高等学校　標準　現代の国語（第一学習社）

国語 現代の国語演習
国語 現代の国語演習 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
学
期

○ 7

「図形と計量（三角比）」演習
【知識・技能】
・正弦，余弦および正接を直角三角形
の辺の比と角との関係として理解させ
る。

【思考・判断・表現】
・図形の相似の考えを用いて，直角三
角形の辺の比を角との関係でとらえる
させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・三角比に関心を持ち，直角三角形の
計量に用いさせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブレッ
トを利用して学習させる。プリントや
Formsへの提出で理解度を確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・正弦，余弦および正接を直角三角形の辺の比と角
との関係として理解し，基礎的な知識を身に付けて
いる。
・30°，45°，60°の三角比を直角三角形の辺の比
から求めることができる。

【思考・判断・表現】
・図形の相似の考えを用いて，直角三角形の辺の比
を角との関係でとらえることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・三角比に関心を持ち，直角三角形の計量に用いよ
うとする。

○ ○

8

定期考査 ・定期考査 ○ ○ 1

「２次関数（２次関数の最大最小）」
演習
【知識・技能】
・2次関数の最大値，最小値とその求め
方について理解し，基本的な知識を身
に付けさせる。

【思考・判断・表現】
・2次関数の値の変化の様子について，
グラフを用いて考察させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・２次関数とそのグラフや値の変化に
関心を持たせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブレッ
トを利用して学習させる。プリントや
Formsへの提出で理解度を確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・2次関数の最大値，最小値とその求め方について理
解し，基本的な知識を身に付けている。
・2次関数のグラフや式を用いて，2次関数の最大
値，最小値を求めることができる。

【思考・判断・表現】
・2次関数の値の変化の様子について，グラフを用い
て考察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・２次関数とそのグラフや値の変化に関心をもつと
ともに，関数を用いて数量の変化を表現することの
有用性を認識し，2次関数を活用しようとする。

○ ○ ○

配当
時数

１
学
期

「数と式の計算（展開、因数分解）」
演習
【知識・技能】
・因数分解の意味を理解させる。

【思考・判断・表現】
・整式を1つの文字に着目して整理した
り，1つの文字に置き換えたりさせる。

【学びに向かう力、人間性等】
・乗法公式や因数分解などに関心を持
たせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブレッ
トを利用して学習させる。プリントや
Formsへの提出で理解度を確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・因数分解の意味を理解している。
・乗法公式や因数分解の公式の意味を理解してい
る。

【思考・判断・表現】
・整式を1つの文字に着目して整理したり，1つの文
字に置き換えたりするなどして，いろいろな式の見
方をすることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・乗法公式や因数分解などに関心を持ち，目的に応
じて式の変形をしようとする。

〇 〇 〇 7

・数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析
についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理
解する
・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるように
する。

・数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形
したりする力を身に付けている。
・図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や
計量について論理的に考察し表現する力を身に付け
ている。
・関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特
徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力
を身に付けている。
・社会の事象などから設定した問題について，デー
タの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な
手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解
決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力
を身に付けている。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり，粘
り強く考え数学的論拠に基づき判断しようとしたりし
ている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評
価・改善したりしようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ演習
数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図
り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、それらを活用する
態度を育てる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

新高校の数学Ⅰ【数研出版】

数学
数と式、図形と軽量について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する
能力を培い、それらを活用する態度を育てる。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数
学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

（１組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

数学  科目 数学Ⅰ演習
数学 数学Ⅰ演習 1



合計

39

6

定期考査 ・定期考査 ○ ○ 1

○ 1

３
学
期

「命題と集合」演習
【知識・技能】
・集合の表し方や関係を表す記号の意
味を理解させる。
・集合を図や記号を用いて表現し，そ
の関係を把握させる。

【思考・判断・表現力】
・集合の関係を図を用いて考察させ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・集合の包含関係に関心を持たせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブレッ
トを利用して学習させる。プリントや
Formsへの提出で理解度を確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・集合の表し方や関係を表す記号の意味を理解して
いる。
・集合を図や記号を用いて表現し，その関係を把握
することができる。

【思考・判断・表現力】
・集合の関係を図を用いて考察することができる。
・命題におけるいろいろな事柄を集合の関係を用い
て表現し考察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・集合の包含関係に関心を持ち，方程式・不等式の
解の集合について調べようとする。

○ ○ ○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
学
期

定期考査 ・定期考査 ○

○ 7

「図形と計量（三角形への応用）」演
習
【知識・技能】
・正弦定理・余弦定理を三角形の決定
条件と関連づけて理解し，基礎的な知
識を身に付けさせる。

【思考・判断・表現力】
・正弦定理・余弦定理を導く過程を考
察させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・正弦定理・余弦定理が図形の計量の
考察に有用であることに気付かせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブレッ
トを利用して学習させる。プリントや
Formsへの提出で理解度を確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・正弦定理・余弦定理を三角形の決定条件と関連づ
けて理解し，基礎的な知識を身に付けている。
・三角形の決定条件が与えられたとき，三角形の残
りの要素を，正弦定理や余弦定理を用いて求めるこ
とができる。

【思考・判断・表現力】
・正弦定理・余弦定理を導く過程を考察することが
できる。
・三角形の面積を，三角比を用いて表す過程を考察
することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・正弦定理・余弦定理が図形の計量の考察に有用で
あることに気付き，活用しようとする。

○ ○ ○ 8

「図形と計量（三角比）」演習
【知識・技能】
・正弦，余弦および正接を直角三角形
の辺の比と角との関係として理解させ
る。

【思考・判断・表現】
・図形の相似の考えを用いて，直角三
角形の辺の比を角との関係でとらえる
させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・三角比に関心を持ち，直角三角形の
計量に用いさせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブレッ
トを利用して学習させる。プリントや
Formsへの提出で理解度を確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・正弦，余弦および正接を直角三角形の辺の比と角
との関係として理解し，基礎的な知識を身に付けて
いる。
・30°，45°，60°の三角比を直角三角形の辺の比
から求めることができる。

【思考・判断・表現】
・図形の相似の考えを用いて，直角三角形の辺の比
を角との関係でとらえることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・三角比に関心を持ち，直角三角形の計量に用いよ
うとする。

○ ○



年間授業計画様式例

東京都立中野工科高等学校令和６年度　教科　保健体育　科目　体育　年間授業計画

教　　　科： 保健体育　 科　　　目：体育　　単位数：　2単位

対象学年組： 第3学年１組　　

教科担当者：（１組： 　　　）

使用教科書：（現代高等保健体育　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

使用教材  ：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

指導内容 体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

6

　
　
　
　
　
　
８
月

４
月

・オリエンテーション
・バドミントン
・陸上競技
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

6

５
月

・バドミントン
・陸上競技
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

8

６
月

・卓球
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

8

７
月

・卓球
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）



指導内容 体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

月

・バレーボール
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

6

１
月

・持久走
・バスケットボール
・ボッチャ
・ゴールボール
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

6

月

・サッカー
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

8

月

・バレーボール
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

8

　
　
　
　
　
　
８
月

９
月

・サッカー
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

8

12

11

10



指導内容 体育の具体的な指導目標 評価の観点・方法
配当
時数

合計

２
月

・持久走
・バスケットボール
・ボッチャ
・ゴールボール
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

8

３
月

・持久走
・バスケットボール
・ボッチャ
・ゴールボール
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

6

１
月

・持久走
・バスケットボール
・ボッチャ
・ゴールボール
・体育理論
・体つくり運動

・勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な楽しさや喜びを味
わい，技術などの名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技会の仕方などを
理解するとともに，作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開できるように
指導する。

・生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチームや自己の課題を発見し，合理的，
計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに，自己やチームの考えたことを他者に伝えるよ
うに指導する。

・主体的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切にしようとすること，合意形成に
貢献しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い高め合おうとすることなどや，健康・安全を確保する指導をする。

・主体的で意欲的に取り組んで
いるか（観察）

・自己や仲間の課題に応じて運
動の取り組み方を工夫している
か（観察）

・運動の特性に応じた段階的な
体育技能を身に付けているか
（観察・テスト）

・健康・安全について，課題の
解決に役立つ基礎的な事項を理
解している（観察）

6

78



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度 教科

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇

〇 〇

〇 8

原子のなりたちと周期表
【知識及び技能】
　原子のなりたちと周期表につい
　て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　原子の構成や電子配置から周期
　表や周期律について思考、判
　断、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　周期表から原子のなりたちや電
　子配置の規則性などを探究でき
　る。

・教材（教科書、プリント）
・原子の存在
・原子の構成
・同位体
・放射性同位体の利用
・電子配置
・価電子
・元素の周期律
・元素の周期表
・周期表のポイント
・希ガス、典型元素、遷移元素
・金属元素、非金属元素

原子のなりたちと周期表
【知識及び技能】
　原子のなりたちと周期表について理解しよう
　としている。
【思考力、判断力、表現力等】
　原子の構成や電子配置から周期表や周期律に
　ついて思考、判断、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　周期表から原子のなりたちや電子配置の規則
　性などを探究しようとしている。

〇 〇 〇 7

〇 5

物質の分離
【知識及び技能】
　物質には混合物と純物質があ
　り、混合物から目的の物質を分
　離・精製する方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　混合物から純物質を取り出す方
　法について思考、判断、表現で
　きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　分離法には物質のどのような性
　質を利用しているかを探究でき
　る。

・教材（教科書，プリント）
・混合物と純物質の性質
・混合物の分離・精製
・蒸留
・再結晶
・昇華法
・抽出
・クロマトグラフィー
・石油の分離
・赤ワインからエタノールの分離
・うがい薬からヨウ素を分離
・サインペンの色素を分離
・活性炭による吸着

【知識及び技能】
　物質には混合物と純物質があり、混合物から
　目的の物質を分離・精製する方法を理解しよ
　うとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　混合物から純物質を取り出す方法について思
　考、判断、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　分離法には物質のどのような性質を利用して
　いるかを探究しようとしている。

〇 〇

定期考査

定期考査

〇

・定期考査 〇 〇 1

・定期考査

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

 科目

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

高等学校　新化学基礎　CHEMISTRY　第一学習社

理科 科学と人間生活の内容を取り入れて化学基礎の内容を学習する。

【 知　識　及　び　技　能 】 化学基礎における基本的・基礎的な知識を理解させる。

実験を通して自然に対する見方や考え方を育成する。

基本的な学習習慣を身に付けさせるとともに学習意欲態度を育成する。

化学基礎 化学基礎の内容を理解させるとともに実験観察を通じて内容を深めることを目標とする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

物質を構成している粒子（原子、分子、電子、陽
子、中性子など）がどのようにして結びついている
か、その力はどういうものかについて理解している
とともに、化学反応ではどのような量的関係が成り
立つかについて理解している。

物質を構成している粒子について粒子どうしを結び
付けている力は何かについて自ら思考し、判断し、
それを表現できる力をつける。
また、化学反応の代表例として酸・塩基の反応と酸
化還元反応についてどのような特徴を持つ反応であ
るかを思考し、判断し、表現できる。

物質を構成している粒子や化学反応の現象に主体的に
関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科
学的に探究しようとしている。

単元の具体的な指導目標

１
学
期

1

6

化学と人間生活
【知識及び技能】
　化学は物質の性質や物質の変化
　を明らかにしていく学問である
　ことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　自然や環境を見るときに新しい
　視点（＝化学の目）で思考、判
　断、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自然の本質を理解するための探
　究の方法を学ぶ。

【知識・技能】
　身の回りのものはすべて原子・分子・イオン
　などで出来ていることを理解しようとしてい
　る。
【思考・判断・表現】
　身近な物質の構成要素について思考・判断・
　表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　今までの知識を使って物質の反応などを説明
　しようとしている。

・教材（教科書，プリント）
・化学とは何か
・化学の目でみるとは
・探究的に学ぶとは

物質を構成する元素と三態
【知識及び技能】
　元素と同素体、物質の三態につ
　いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質を作る成分が元素であるこ
　とと物質の三態がどのように変
　化するかを思考、判断、表現で
　きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な物質を構成する元素を確
　認する方法を探究できる。

・教材（教科書、プリント）
・元素とは
・化合物と単体
・同素体
・炎色反応
・その他の元素の確認
・重曹に含まれる元素を調べる
・物質の三態
・粒子の熱運動
・物質の状態と熱運動の関係
・水の状態変化

物質を構成する元素と三態
【知識及び技能】
　元素と同素体、物質の三態について理解しよ
　うとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質を作る成分が元素であることと物質の三
　態がどのように変化するかを思考、判断、表
　現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な物質を構成する元素を確認する方法を
　探究しようとしている。



・定期考査 1
合計

78

7

〇 〇

16

２
学
期

17

化学結合
【知識及び技能】
　イオン結合、共有結合、金属結
　合、分子間力について理解して
　いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質がどのような化学結合を
　し、結晶化しているかについて
　思考、判断、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近にある物質について大きく
　4種類に分類することができる
　ことについて探究できる。

・教材（教科書、プリント）
・酸と塩基
・水素イオン濃度とｐH
・ｐHの測定
・中和の量的関係
・中和滴定
・酸化と還元
・酸化数
・酸化剤と還元剤

酸と塩基と酸化還元反応
【知識及び技能】
　酸と塩基の定義を理解し、中和について理解
　しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　酸化と還元の関係について思考、判断、表現
　しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学変化について酸化還元反応であるかどう
　かについて探究しようとしている。

〇 〇 〇

・定期考査

〇

化学結合
【知識及び技能】
　イオン結合、共有結合、金属結合、分子間力
　について理解しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質がどのような化学結合をし、結晶化して
　いるかについて思考、判断、表現しようとし
　ている。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近にある物質について大きく4種類に分類
　することができることについて探究しようと
　している。

化学反応式と量的関係
【知識及び技能】
　化学反応式を書くことができ、その量的関係
　を理解しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　化学反応式の係数と量的関係について思考、
　判断、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学反応式と量的関係について探究しようと
　している。

〇 〇

・教材（教科書、プリント）
・イオンの存在と生成
・イオンの表し方
・イオンのなりやすさ
・イオン結合
・イオンからなる物質の表し方
・イオン結晶の性質
・イオンからなる物質の利用
・共有結合と分子の形成
・原子と分子の電子式
・単結合、二重結合、三重結合
・構造式
・配位結合
・分子の極性と分子間力
・共有結合の結晶
・金属結合と金属結晶
・金属の利用と金属結晶の構造

〇 〇 〇

３
学
期

・定期考査 〇 〇

・教材（教科書、プリント）
・化学変化と化学反応式
・イオン反応式
・化学反応式のポイント
・化学反応式の係数と量的関係
・化学反応式の係数と物質量の関
　係
・化学反応と量的関係のまとめ
・化学反応の量的関係のポイント

1

1〇 〇

物質量と濃度
【知識及び技能】
　物質量と質量の関係を理解し、モル濃度の計
　算しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質量の計算のポイントについて思考、判
　断、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質量や気体の体積についてその関係性を探
　究しようとしている。

〇 〇 〇

7

定期考査

定期考査

酸と塩基と酸化還元反応
【知識及び技能】
　酸と塩基の定義を理解し、中和
　について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　酸化と還元の関係について思
　考、判断、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学変化について酸化還元反応
　であるかどうかについて探究で
　きる。

定期考査

物質量と濃度
【知識及び技能】
　物質量と質量の関係を理解し、
　モル濃度の計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質量の計算のポイントについ
　て思考、判断、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質量や気体の体積についてそ
　の関係性を探究できる。

・教材（教科書、プリント）
・原子量、分子量、式量
・物質量
・物質量と粒子の数の関係
・物質1molの質量
・物質と質量の関係
・気体の物質量
・物質量と気体の体積の関係
・空気の平均分子量
・物質量による換算
・溶解（溶質、溶媒、溶液）
・質量パーセント濃度
・モル濃度

化学反応式と量的関係
【知識及び技能】
　化学反応式を書くことができ、
　その量的関係を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　化学反応式の係数と量的関係に
　ついて思考、判断、表現でき
　る。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学反応式と量的関係について
　探究できる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（３年選択用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 1

２
学
期

○ 4

定期考査 定期考査

○ ○

本文の内容について読んだり，聞い
たりしたことを理解しているかを筆
記テストする。

Ｅ 単元
【知識及び技能】
関係代名詞who, whichを用いた文の
形・意味・用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項  Lesson 10
Pigs from across the Sea
海の向こうからの贈り物
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用 ○ ○ ○

○

○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が
向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○ ○ ○ 3

Ｆ 単元
【知識及び技能】
関係代名詞を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考えを話したり書いたりする。
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項  Lesson 10
Pigs from across the Sea
海の向こうからの贈り物
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用 ○ ○ ○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が
向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○

○ ○ 1

定期考査 定期考査

○ ○

本文の内容について読んだり，聞い
たりしたことを理解しているかを筆
記テストする。

○ ○ ○ 3

Ｄ 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解し
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えを伝え合おうとしている。

・指導事項   Lesson 9
Fighting Plastic Pollution
海の豊かさを守る
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が
向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか

○ ○ ○ 4

Ｃ　単元
【知識及び技能】
名詞を後ろから説明する分詞の理解
【思考力、判断力、表現力等】
表現を，適切に使っている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えようとしている。

・指導事項   Lesson 9
Fighting Plastic Pollution
海の豊かさを守る
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が
向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか

○

○ ○ 1

定期考査 定期考査

○ ○

本文の内容について読んだり，聞い
たりしたことを理解しているかを筆
記テストする。

○

○ ○ ○ 3

思 態

配
当
時
数

○

１ 英語を読み解く技能と運用能力
が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

○

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
名詞を後ろから説明する分詞の理解
【思考力、判断力、表現力等】
表現を，適切に使っている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えようとしている。

・指導事項   Lesson 9
Fighting Plastic Pollution
海の豊かさを守る
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○

4

B 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすいように伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えようとしている。

・指導事項   Lesson 9
Fighting Plastic Pollution
海の豊かさを守る
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○

評価規準 知

1 英語を読み解く技能と運用能力が
向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○ ○

[知識]教室で使う表現について，その使い方や使う
場面などを理解している。
[技能]教室で使う表現について，その使い方や使う
場面などを正しく認識し，適切に使うことができる
技能を身につけている

教室で使う表現について，その使い方や使う
場面などを正しく認識し，適切に使ってい
る。

教室で使う表現について，その使い方や使
う場面などを正しく認識し，適切に使おう
としている。

中野工科 外国語 English Communication1演習 English Communication 1演習

外国語 English Communication1演習 English Communication 1演習 1

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

All Abroad English Communication 1 東京書籍

外国語 English Communication1演習

【 知　識　及　び　技　能 】 必要な情報を聞き取り，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。

基本的な語句や文を用いて，論理性に注意して話して伝え合ったりすることができる。

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝えることができる。

English Communication 1演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】



39

本文の内容について読んだり，聞い
たりしたことを理解しているかを筆
記テストする。

○ ○ 1

合
計

3

J 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えをまとめる
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

指導事項　Reading 2
The Wizard of Oz
教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用 ○ ○ ○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が
向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか

○ ○ ○ 2

○

○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が
向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○ ○ ○

３
学
期

I 単元
【知識及び技能】
The Wizard of Ozの内容を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
気持ちを伝え合える。
【学びに向かう力、人間性等】
気持ちを伝え合おうとしている。

指導事項　Reading 2
The Wizard of Oz
教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

定期考査 定期考査

○

定期考査 定期考査

○

○ 1

○ ○ ○ 4

○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が
向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか

○ ○ ○ 4

○

本文の内容について読んだり，聞い
たりしたことを理解しているかを筆
記テストする。 ○

Ｈ 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えをまとめる
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項  Lesson 10
Pigs from across the Sea
海の向こうからの贈り物
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力が
向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか

２
学
期

Ｇ 単元
【知識及び技能】
関係代名詞を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項  Lesson 10
Pigs from across the Sea
海の向こうからの贈り物
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度 教科

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
学
期

B 体験活動①
【知識及び技能】
　車いす点検の手段と方法、清掃の仕
方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
　どのようにすれば利用者が気持ちよ
く使ってもらえるかを思考し、判断
し、表現する
【学びに向かう力、人間性等】
　車いすの担当者とのふれあいを通じ
て社会の役に立つことを主体的に考え
行動する

・車いす点検、清掃の全体工程
・車いすの仕組み
・車いすの点検方法と道具の扱い方
・車いすの清掃方法と道具の扱い方
・作業上での安全指導
・緊急時の応急措置
・相手側担当者との接し方と礼儀作法

【知識及び技能】
　車いす点検の手段と方法、清掃の仕方を理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　どのようにすれば利用者が気持ちよく使ってもら
えるかを思考し、判断し、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　車いすの担当者とのふれあいを通じて社会の役に
立つことを主体的に考え行動しようとしている。

〇 〇 〇

〇 4

D　グローバル化が進展する社会
【知識及び技能】
　グローバル化とはどうなることか、
グローバル人材の定義について理解
【思考力、判断力、表現力等】
　グローバル化の進展によって今や今
後すべきことについて思考、判断、表
現する
【学びに向かう力、人間性等】
　グローバル化が進展する社会の中で
何を大切にして生きていけばよいのか
を主体的に考え行動する。

・外国の出来事が日本に与える影響
・グローバル化の進展への心構え
・グローバル化人材の定義
・グローバル化の進展で求められるこ
と
・グローバル化の進展の中で何を大切
にして生きていくは
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識及び技能】
　グローバル化とはどうなることか、グローバル人
材の定義について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　グローバル化の進展によって今や今後すべきこと
について思考、判断、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　グローバル化が進展する社会の中で何を大切にし
て生きていけばよいのかを主体的に考え行動しよう
としている。

〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

A はじめに、序章
【知識及び技能】
　私達の生きる社会がどのようなもで
あるかを理解し、何を大切にして生き
ていくかを理解
【思考力、判断力、表現力等】
　私達の生きる社会で幸せ生きている
ためにはどのようにすればいいかを思
考、判断し表現する
【学びに向かう力、人間性等】
　生きていく上で大切にしたいことを
主体的に考え行動する。

・私達の生きる社会とは
・そこに求められる力とは
・人生を通じて探究するとは
・生きていく上で大切にしたいことと
は何か
・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識及び技能】
　私達の生きる社会がどのようなもであるかを理解
し、何を大切にして生きていくかを理解しようとし
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　私達の生きる社会で幸せ生きているためにはどの
ようにすればいいかを思考、判断し表現しようとし
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
　生きていく上で大切にしたいことを主体的に考え
行動しようとしている。

〇 〇 〇 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

4

C スマートフォン時代のコミュニケー
ション
【知識及び技能】
　スマートフォンを使用する際の注意
点について理解
【思考力、判断力、表現力等】
　スマートフォン時代を生きることに
ついて思考、判断、表現
【学びに向かう力、人間性等】
　スマートフォンと共に生きる現代を
主体的に考え行動している。

・スマートフォンの利用目的
・スマートフォンを活用する際の注意
事項
・インターネット上でのトラブル
・ネットいじめ
・SNSでのコミュニケーション
・・教材（教科書，プリント）
・ICT活用　等

【知識及び技能】
　スマートフォンを使用する際の注意点について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　スマートフォン時代を生きることについて思考、
判断、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　スマートフォンと共に生きる現代を主体的に考え
行動しようとしている。

〇 〇 〇 5

生きる上での課題に対してよりよい解決策を主体的に見付けようとしながら課題解決に向けて考え行動することができ
る。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

私達の生きる社会はどのようなもので、どういう仕
組みになっているかを理解した上で、世界的視野を
持って社会と人生を見つめ、よりよい人間関係を築
き、よりよく生きるための手段や方法を身に付けよ
うとしている。

自分や社会の課題を見付け、解決するために情報を
集め、思考し判断しながら納得できる「答え」を探
し出しそれを表現しようとしている。

生きる上での課題に対してよりよい解決策を主体的に
見付けようとしながら課題解決に向けて考え行動しよ
うとしている。

人間としての在り方生き方に関する教科「人間と社会」改訂版教科書

人間と社会
よりよい生き方を主体的に選択し行動する力や自らの価値観を高める姿勢を育成するとともに、社会に潜在
する課題を見いだす力を育む。

【 知　識　及　び　技　能 】
私達の生きる社会はどのようなもので、どういう仕組みになっているかを理解した上で、世界的視野を持って社会と人
生を見つめ、よりよい人間関係を築き、よりよく生きるための手段や方法を身に付けている。

自分や社会の課題を見付け、解決するために情報を集め、思考し判断しながら納得できる「答え」を探し出しそれを表
現することができる。

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

人間と社会  科目 人間と社会
人間と社会 人間と社会 1



合計

39

〇 4

I　最終章　人間と社会～これからの生
き方～
【知識及び技能】
　自分の幸せは周りの人を幸せにする
ことで得られることを理解
【思考力、判断力、表現力等】
　幸せな世の中にしていくにはどのよ
うにしていくかを思考、判断、表現
【学びに向かう力、人間性等】
　今後の人生について主体的に考え行
動している。

・自分の幸せとは
・周りの人の幸せとは
・幸せな世の中にしていくには

【知識及び技能】
　自分の幸せは周りの人を幸せにすることで得られ
ることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　幸せな世の中にしていくにはどのようにしていく
かを思考、判断、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　今後の人生について主体的に考え行動しようとし
ている。

〇 〇 〇 5

３
学
期

H　コロナ後の社会
【知識及び技能】
　コロナ後の社会がどのように変わっ
たかを理解
【思考力、判断力、表現力等】
　コロナ後の社会をどのように対処し
ながら他者との関係性を築いていくか
を思考、判断、表現
【学びに向かう力、人間性等】
　コロナ後の社会を主体的に考え行動
している。

・コロナ後の社会について
・物理的なソーシャルディスタンスと
心のソーシャルディスタンス
・疫病と人類の戦い
・パンデミックとは

【知識及び技能】
　コロナ後の社会がどのように変わったかを理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　コロナ後の社会をどのように対処しながら他者と
の関係性を築いていくかを思考、判断、表現しよう
としている。
【学びに向かう力、人間性等】
　コロナ後の社会を主体的に考え行動しようとして
いる。

〇 〇

〇 〇 4

G 主権者・成年としての権利と責任
【知識及び技能】
　主権者とは、民主政治とは成年年齢
引き下げによって変わることを理解
【思考力、判断力、表現力等】
　主権者・成年について思考、判断、
表現
【学びに向かう力、人間性等】
　主権者・成年として主体的に考え行
動している。

・主権とは
・民主政治とは
・18歳でできること
・主権者・成年としての心構え
・選挙権の意義
・トラブルについて
・主権者・成年としての自覚
・主権者・成年としての責任

【知識及び技能】
　主権者とは、民主政治とは成年年齢引き下げに
よって変わることを理解しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　主権者・成年について思考、判断、表現しようと
している。
【学びに向かう力、人間性等】
　主権者・成年として主体的に考え行動しようとし
ている。

〇 〇 〇 5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
学
期

F 体験活動③
【知識及び技能】
　車いす点検の手段と方法、清掃の仕
方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
　どのようにすれば利用者が気持ちよ
く使ってもらえるかを思考し、判断
し、表現する
【学びに向かう力、人間性等】
　車いすの担当者とのふれあいを通じ
て社会の役に立つことを主体的に考え
行動する

・車いす点検、清掃の全体工程
・車いすの仕組み
・車いすの点検方法と道具の扱い方
・車いすの清掃方法と道具の扱い方
・作業上での安全指導
・緊急時の応急措置
・相手側担当者との接し方と礼儀作法

【知識及び技能】
　車いす点検の手段と方法、清掃の仕方を理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　どのようにすれば利用者が気持ちよく使ってもら
えるかを思考し、判断し、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　車いすの担当者とのふれあいを通じて社会の役に
立つことを主体的に考え行動しようとしている。

〇

E 体験活動②
【知識及び技能】
　学校周辺の地域清掃活動の手段と方
法、清掃の仕方を理解
【思考力、判断力、表現力等】
　ゴミ収集をどのようにすれば効果的
かを思考し、判断し、表現する
【学びに向かう力、人間性等】
　身の回りのゴミについて主体的に考
え行動する

・地域清掃の全体工程
・持ち物と道具に使用方法
・ルートの確認
・作業上での安全指導
・緊急時の応急措置
・道路交通における注意事項

【知識及び技能】
　学校周辺の地域清掃活動の手段と方法、清掃の仕
方を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　ゴミ収集をどのようにすれば効果的かを思考し、
判断し、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　身の回りのゴミについて主体的に考え行動しよう
としている。

〇 〇 〇 4


